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研究成果の概要（和文）：本研究では健常成人を対象に棘上筋の潜在性トリガーポイントの有無により棘上筋の
等尺性筋収縮時の筋の物理的特性(筋線維の変形)・電気生理学的特性が異なるか筋音図・筋電図同時測定により
検討した。潜在性トリガーポイントが存在する筋ではトリガーポイントが存在しない筋と比較し筋音図の中央周
波数の変化比(筋収縮時/安静時)が有意に高かった。本研究成果により潜在性トリガーポイントがある筋領域で
は筋収縮特性が異なっており、筋音図が潜在性トリガーポイントの非侵襲的客観的診断ツールとなる可能性があ
ることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：We investigated the differences in muscle mechanical and electrical activity
 during isometric contraction in the infraspinatus muscle with and without latent myofascial trigger
 point (MTrP) in healthy subjects by simultaneous recording of mechanomyogram (MMG) and surface 
electromyogram (sEMG). The MMG signals, normalized median power frequency (NMF) (isometric muscle 
contraction /rest period), in the infraspinatus muscle with latent MTrP were significantly higher 
than that without latent MTrP. On the other hand, there was no significant difference in NMF of the 
sEMGs between the same muscle with and without latent MTrP. The results suggest that the MMG is 
useful as a non-invasive objective diagnostic tool for MTrP.

研究分野：リハビリテーション科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
トリガーポイントは筋骨格系疼痛の原因部位として提唱されている。トリガーポイントの診断はこれまで触診に
よる主観的評価が主であり、非侵襲的・客観的評価法が必要とされていた。本研究によりトリガーポイントの非
侵襲的・客観的評価としてとして筋音図による筋の物理的特性評価がバイオマーカーとなる可能性があり、筋骨
格系疼痛の診断・治療方針の設定に大きく貢献することが示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 トリガーポイント(Myofascial Trigger Point: MTrP)は筋上の索状硬結上の過敏点で圧迫により疼
痛の再現および関連痛が誘発される特徴を有し、筋骨格系疼痛の原因部位であることが示唆され
ている。また筋骨格系疼痛患者に対して MTrP への物理・理学療法は高い鎮痛効果を呈すること
が報告されている。しかし、MTrP の評価は触診による主観的評価が主であり、客観的評価法が確
立されていない。 
 MTrPの客観的評価法として針筋電図がある。針筋電図はMTrPの電気生理学的特性を評価で
き、MTrP の有用な診断法であるが、熟練の技術が必要であり、さらに侵襲性が高いため簡便で侵
襲性が低い評価法が必要とされている。一方、筋の MTrP が存在する領域では自発的・持続的筋
活動により局所の持続的筋収縮が生じ、筋の弾性率などの物理的特性が異なることが推定される。
しかし、物理的特性を客観的に評価した研究は報告されていない。 
 筋音図は筋収縮により筋が側方面に拡大変形する結果、発生する圧波に起因する微細な振動
をレーザー変形、加速度計等により記録し、筋の物理的特性(筋線維の変形)を非侵襲的に評価
することができる。これまでの筋音図を用いた研究では、筋の疲労、強度、バランス、筋ジストロフィ
ー等の筋病態における筋の物理的特性変化することが報告されている。しかし、これまで筋音図に
より筋骨格系疼痛および MTrP の限局した筋領域における筋収縮時の物理的特性を評価した研
究はなされていない。そこで本研究は MTrP 上の筋の物理・電気的特性を筋音・表面筋電図の同
時測定により検討した。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、筋骨格系疼痛患者を対象にMTrPが存在する筋の持続性等尺性収縮時の物
理的特性(筋線維の変形性)及び電気生理学的特性を筋音・表面筋電図の同時計測により明らか
にし、筋骨格系疼痛に関与する MTrP の非侵襲的客観的評価法を確立することである。本研究で
はまず健常者の棘上筋を対象に潜在性MTrPの有無により筋収縮時の物理的及び電気生理学的
特性が異なるかを筋音・表面筋電図の同時計測により検討した。 
 
３．研究の方法 
本研究では健常者で棘上筋中間部に潜在性MTrPを有するMTrP群(N = 4)、潜在性MTrPを
有さない control群(N = 4)を対象とした。被験者は伏臥位で肩関節外転 90°、肘関節屈曲 90°、肩
関節 90°外旋位とした。筋音・表面筋電図電極は棘上筋上部及び中間部の 2 ヶ所に設置した。課
題は休息 10 秒間及び肩関節外旋による棘上筋の持続性随意等尺収縮 10 秒間(最大随意収縮
力 60%)を 1セットとして計 3回繰り返し、休息及び運動時の筋電図・筋音図変化をサンプリング周
波数 1KHz にて記録した。解析では筋電図・筋音図データをバンドパスフィルターフィルター(2-
499Hz)により処理し、周波数解析により各測定部位における各セットの安静期間(課題開始 5～2
秒前の 3 秒間)及び課題期間(課題開始 5-8 秒後の 3 秒間)の中央周波数を算出した。各測定部
位において各セットにおける筋音・筋電図波形の中央周波数の変化比(筋収縮時/安静時)を算出
した後、3サイクルの平均値を算出し、両群間で比較した(Mann-Whitney U test)。 

 
 
４．研究成果 

MTrP 群では control 群と比較して棘上筋中間部における筋音図の中央周波数の変化比(筋収
縮時/安静時)が有意に高かった(Mann-Whitney U test, P < 0.05)(図 1A)。棘上筋上部においては
両群間で有意差は認められなかった(Mann-Whitney U test, P > 0.05) (図 1B)。一方、筋電図の周
波数変化は棘上筋上部及び中間部ともに両群間で差が認められなかった(Mann-Whitney U test, 
P > 0.05) (図 2A,B)。以上により筋のMTrP領域では筋収縮特性が異なっており、MTrPの客観的
診断に筋音図が適用できることが示唆された。今後は筋骨格系疼痛患者を対象に活動性トリガー
ポイントが存在する筋の筋収縮時の物理的特性・電気生理学的特性を筋音・筋電図測定により検
討する予定である。 
 
 
 



 
図 1. 筋音図波形の中央周波数の変化比(筋収縮時/安静時)を示す。 
 
 
 

 
図 2. 表面筋電図波形の中央周波数の変化比(筋収縮時/安静時)を示す。 
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